
❶大きな屋根の下に賑わいが生まれる

❷アトリウム空間の賑わいが町に広がる

❸計画地における利府街道沿いの公園化を図る

利府町文化複合施設 基本設計概要書 概-01基本方針・計画概要
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おもいやり駐車場おもいやり駐車場

車寄せ
（送迎）
車寄せ
（送迎）

駐輪場
（35台）
駐輪場
（35台）

駐輪場
（35台）
駐輪場
（35台）

車寄せ
（町民バス昇降場）

車寄せ
（町民バス昇降場）

臨時大型バススペース臨時大型バススペース

駐車場
（合計 382 台）

駐車場
（合計 382 台）

（緑化駐車場 17台）（緑化駐車場 17台）

図書館図書館

小ホール小ホール 大ホール大ホール

カフェカフェ

アトリウムアトリウム

郷土資料館郷土資料館

「交流の庭」

▲既設導水管

自
由
通
路

自
由
通
路

臨時左折専用入口臨時左折専用入口

歩道橋
（通学路）
歩道橋
（通学路）

掖済会病院

利府中学校

既存ガソリンスタンド

県道8号仙台
松島線　（利府

街道）

県道8号仙台
松島線　（利府

街道）

町道9号　舘
太子堂線

町道9号　舘
太子堂線

町
道
148
号
　
太
子
堂
1
号
線

町
道
148
号
　
太
子
堂
1
号
線

新設東西道路新設東西道路

新
設
南
北
道
路

新
設
南
北
道
路

町道264号　利府中学校前線町道264号　利府中学校前線

計画道路計画道路

アトリウムアトリウム

Ⅱ期
（平成37年度～供用開始予定）

Ⅱ期
（平成37年度～供用開始予定）

Ⅰ期
（平成32年度～供用開始予定）

Ⅰ期
（平成32年度～供用開始予定） 建物の北側を駐車場とし、

北側宅地への圧迫感や日影
を少なくするとともに、道
路の凍結を防ぎます。

Ⅱ期工事は分棟とすること
で、Ⅰ期工事を容易にすると
同時に完結性を高めます。

里のひろば里のひろば

緑の丘緑の丘
街のひろば街のひろば

東側を駐車場とし、
病院への圧迫感や
日影の影響を減ら
します。

街道沿いに公園を創り、修
景と騒音低減を図ります。

既存の歩道橋を活かします。

建物を西側に寄せ、町中
心部や駅からアクセスし
やすい計画とします。交
差点に面して施設の入り
口を設けます。

町民バス、バリアフリー駐車
に配慮した計画とします。

安全な通学路を
確保します。

将来の土地区利用を想定
した道路計画とします。

路線バス停位置
は今後協議しま
す。

■配置計画配置計画

❶人々の活動や交流拠点としての”アクティビティ”がまちににじみ出す施設配置
・利府街道と新設南北道路の交差点に対して、施設の賑わいを発信する敷地の西側に建物を配置します。

・施設南側は緑豊かな｢交流の庭｣とし、広大な駐車場が広がるロードサイドショップが多い利府街道沿いに対して、文化性の高い公共空間としての佇まいを演出します。

❷安全性の確保と魅力ある歩行者空間づくり
・施設西側から既設歩道橋の間は歩行者空間として、安全で緑豊かな通学路として計画します。

・アトリウムや図書館を南北道路に沿って開放的に配置し、一般利用者だけでなく小中学生の施設利用を促し、多世代交流で賑わう施設計画とします。

・北側車寄せは大型バスが転回可能とし、町民バスの停留所として活用できる計画とします。

・バリアフリーに配慮し、道路と敷地レベルを極力近付けます。レベル差を１ｍ程度に抑え、内部の活動が外から見えやすくするとともに、北側駐車場からのアプローチを配慮し、人々を気軽に迎え入れる計画とします。

❸病院や北側住宅への日影配慮
・建物を北側東西道路から十分な離隔をとって配置することで、病院や北側住宅の良好な日照環境を確保します。東西道路の冬季凍結を極力抑制することで歩行者の転倒事故防止に配慮します。

・西側配置に加えて、穏やかな形状の屋根とすることで、周辺環境に対する圧迫感を軽減します。

・ゆったりとした形状の大屋根は、館山公園の美しい稜線と呼応し、菅薦やカリヤス草など利府の記憶を連想させる外装とも相まって、新たな「十符の里」の景観をつくります。

配置図

Ｓ＝1/1000
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Ｎ

交流拠点としてのアクティビティがまちににじみ出す配置計画

模型を囲んで議論が交わされるワーキンググループの風景

利府町文化複合施設 基本設計概要書 概-02配置計画
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アトリウムと連続して、大
ホール利用者のためのホワ
イエを各階に計画します。
客だまりとなる休憩スペー
スの他、トイレや授乳室等
を適切に配置します。

文化・芸術等の様々な活動を発表
でき、質の高い芸術に触れ合う機
会を増やす拠点となる大ホールを
計画します。プロセニアム形式で、
席数は 800 席とします。

ホール客席下部や階段下部を防災
備蓄倉庫として有効に活用します。

町民の郷土意識を高めるため、
ホール利用者の目にもとまり
やすい位置に郷土資料館を計
画します。アトリウムや自由
通路に面して展示・活動風景
が見える構成とします。

郷土資料館の収蔵庫を２階
にまとめて配置します。専
用のＥＶを設け、保存や調
査研究活動に対する機能性
に配慮します。

多様なイベントに対応できる平
土間ホールとして計画します。
ロールバック席や２階固定席を
合わせて計 400 席とします。

駐車場に面する位置に楽
屋・搬入ゾーンを配置し
ます。Ⅰ期楽屋ゾーンとの
連携にも配慮した計画と
します。

施設の要の位置にカフェを配置し
ます。アトリウムや交流広場に対
して開放的な設えとすることで、
賑わいを演出する計画とします。

利用率の高い図書館の賑わ
いを施設全体に相乗効果を
もたらすよう、アトリウム
と一体となるような計画と
します。開架点数約 7.7 万
冊、閉架点数約 11.25 万冊
を確保します。

アトリウムには、交流ラウンジ、
ギャラリー、学習スペースを配置
します。小規模イベントの開催等、
多様な時間の過ごし方ができ、賑
わいが町に広がる計画とします。

小ホールの２階に一部固
定席を設けます。席が満
員となるイベント時など
は２階からも観覧できる
等、アトリウムを介して
施設全体を有機的に活用
できる計画とします。

公民館諸室を２階にまとめて配置します。
創作活動室は創作デッキに面する配置と
し、屋外創作ができる計画とします。図
書館や郷土資料館で企画する各種研修会
や、講座、体験創作等の催しでも公民館
諸室を活用できる空間構成とします。

検索・閲覧

カフェ

防災備蓄倉庫

舞台

楽屋

事務室

受付

大道具
楽屋

舞台

搬入

閉架書庫

ギャラリー

WC

WC

ホワイエ

大道具

WC

交流ラウンジ

アトリウム

おはなしのへや

収蔵庫

舞台上部

ホワイエ

和室

光庭
研修室

小ホール上部

舞台上部

創作活動室2

大スタジオ
小スタジオ

開架室上部

学習室

EV創作デッキ

調理実習室

窯

学習スペース

２階席

図書館

公民館

小ホール

大ホール

大ホール

郷土資料館

利
用
者
用
Ｅ
Ｖ

アトリウム

搬入

楽屋

搬
入
用
Ｅ
Ｖ

利
用
者
用
Ｅ
Ｖ

自由通路

Ⅱ期

（平成37
年度～供

用開始予
定）Ⅱ期

（平成37
年度～供

用開始予
定）

Ⅰ期

（平成32
年度～供

用開始予
定）Ⅰ期

（平成32
年度～供

用開始予
定）

アトリウムを介してひとつにまとまる複合施設計画

理想的な複合施設のあり方に関するワーキンググループの発表風景

■平面計画平面計画

❶“大きな屋根”のもと“アトリウム”が人々をつなぐ計画
・ひとつ屋根の下に子供と大人の交流を含め、コミュニティの輪を広げら

れる計画とします。

・全ての施設はアトリウム空間に面し、複合施設のメリットを最大限に活

かす計画とします。

❷複合施設の相乗効果で「出会い」「交流」「発見」を誘発する計画
・子供と大人の交流や、町民すべての出会いの場が、発見と創造を生む計

画とします。

❸町民ワーキンググループにより、町民・町職員・設計者が一体となって複
合施設を育てるプロセス
・基本設計を策定するにあたり、計８回にわたってワーキンググループを

開催し、各部門や各室毎の使い方に留まらず、“理想的な複合施設のあ

り方”について、活発な意見や要望が出されました。

・これらの意見や要望をその都度整理し、取り込むことによって、計画が

進化してきました。

・利用者や職員参加型の設計プロセスは、計画密度を高めるだけでなく、

施設活用・運営管理に町民の積極的参加を促す効果が期待されます。

２階平面図

Ｓ＝1/800

１階平面図

Ｓ＝1/800

Ｎ
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Ⅱ期
（平成37年度～供用開始予定）

Ⅱ期
（平成37年度～供用開始予定）

Ⅰ期
（平成32年度～供用開始予定）

Ⅰ期
（平成32年度～供用開始予定）ＳＲＣ造ＳＲＣ造Ｓ造Ｓ造

Ⅱ期施設との間に配管ピットを設け
エネルギー・情報通信の連携に配慮

非常用汚水槽 配管ピット

雨水利用

地中熱利用
中温度空調

日中の無駄な点灯を防止し
適切な明るさを確保

大空間制御システム

Low-Ｅペアガラス・断熱サッシ

Ⅰ期Ⅱ期それぞれに確保
防災機能を分散配置

建物熱負荷を低減しつつ、
エネルギーを取り込む

センサーで在席人数を把握
し人が多い所へ適切な空調

自然通風・採光利用

熱貫流率：
5.8W/ ㎡ K

熱貫流率：
1.8W/ ㎡ K

熱
室外室内

熱
室外室内

Low-E ペアガラス一般ガラス

断熱性能に優れた Low-Ｅペアガラス

サーマルピット

外部ルーバー

深夜電力によって温水・冷水を
蓄え、日中利用．非常時も有効
熱源機器ダウンサイズ化に貢献

蓄熱槽 非常用汚水槽
最も衛生器具数の多い
大ホールＷＣ下部に確保

雨水貯留槽
非常時のWC水源確保
水道料金削減

ヒートリユース
上部の熱溜まりを回収
し床暖房として再利用

太陽光発電
一次避難場所となり得る
アトリウム照明に利用

輻射空調
効率と快適性に
優れた床冷暖房

ヴォールト屋根の高断熱化
大空間の熱負荷を
抑制する大きな屋根

雨水利用
エコツリーの効果

エコツリーの効果

雨水貯留槽

昼光センサー+LED 照明

昼光センサー+LED 照明

自然採光
エコツリーの効果 建物の奥にも自然採光を

取り入れ照明負荷を低減

防災備蓄倉庫楽屋事務室 応接室 WCWC

ホワイエ

アトリウム

収蔵庫光庭 大スタジオ 小スタジオ
図書館

公民館
小ホール

大ホール

郷土資料館自由通路
ホワイエ

設備室設備室 屋外機置場

フライタワー

ホール
・大空間
・遮音性
・舞台吊物
・耐震天井

公民館
・小部屋

アトリウム
・大スパン
・透明性
・吊り天井レス

郷土資料館
・大空間
・収蔵品保護

Ⅰ期 Ⅱ期

S造 SRC造

耐震構造 制震構造

耐震性

体感
震度

工期

コスト

免震
ﾋﾟｯﾄ
免震
ﾋﾟｯﾄ
免震
ﾋﾟｯﾄ

免震装置

免震構造

制震装置

■設備計画設備計画■構造計画構造計画

❶空間特性にあった構造計画
・高い遮音性能が求められるホールや、文化財の保護が求めら

れる郷土資料館は鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）と

し、適所に耐震壁を配した耐震壁付きラーメン架構としま

す。

・アトリウムや図書館、公民館部分は、自由なプランニングに

対応しやすい鉄骨造（Ｓ造）とします。吹抜け部分は、木と

鉄骨のハイブリッド柱（「エコツリー」）として、利府の梨

棚をイメージした開放的な空間を実現します。

・各部門の用途に適した構造計画とすることで、高い耐震性能

を確保するとともに、躯体コストの合理化を図ります。

・主要構造部だけでなく、ホール天井等の２次部材に関する耐

震性に配慮します。

❷長町-利府断層に配慮した構造計画
・地盤調査の結果、「長町‐利府断層」が計画地直下に存在す

る可能性は少ないものと判断されます。

・建物が低層で軽量であること、制震装置を配置しづらい施設

であること、また、費用対効果を考慮し、「耐震構造」を採

用します。

・人命の安全はもちろん、災害時拠点の施設として高い耐震性

を確保するため、重要度係数をＩ＝1.25（※）と高めます。

❸軟弱地盤に配慮した構造計画
・表層地盤が軟弱であるため杭基礎とします。実施設計におい

て杭の耐震性を考慮し、鋼管杭、鋼管巻き既製杭、鋼管巻き

場所打ち杭等の中から、施工性、経済性を比較して工法を決

定します。

❶地域の気候特性や施設特性を考慮した空調システム
・夏は比較的冷涼で猛暑日はわずか、冬は寒いが日射は期待できるという、東北地方太平洋側の気候特性

を考慮した計画で、光熱費の多くを占める空調エネルギーを削減します。

・効率が高い地中熱を利用したヒートポンプ空調の採用や大空間に対する居住域空調、排熱回収等によっ

て、暖房効率を向上させ、トータルエネルギー消費を削減します。

・常に人員数が変化するアトリウム、ホールなどは、エリア内の人数や熱負荷に対して、必要な分だけ外

気を取り入れ、必要な場所へ給気することで省エネを図ります。

・大ホールは、センサーを用いて適確に在席人数を把握し、空調供給熱量・外気導入量を制御する、

「ホールの空間・人員に応じた大空間空調制御システム」を採用することでことでランニングコスト削

減を図ります。

❷利府の自然を効果的に活かした維持管理コストの低減
・再生可能エネルギーの利用及び効率の良い機器を選定し、維持費の軽減化を図ります。

・「エコツリー」上部に自然換気窓を設け、自然通風を促進し空調動力に頼らず良好な室内環境を維持し

ます。また、火災時には排煙窓としても機能します。

・「エコツリー」上部より自然光をたくさん取り込む計画とし、日中の照明電力を抑制します。

・太陽光パネルを「エコツリー」頂部に設置し、アトリウムや町民ギャラリーの照明電力に活用します。

・サーマルピットを介して温度変動の少ない地中の外気を取り入れ、空調負荷を低減します（地中熱利用

－１）。

・地中に彫り込んだパイプに水を通して循環させて、温度の安定した熱源として利用し、省エネルギーを

図ります（地中熱利用－２）

・屋根に降った雨を雨水貯留槽に貯留し、トイレの洗浄水や屋外散水に利用します（雨水利用）。

❸空調負荷を抑制
・ガラスはLow-eペアガラスとし、夏は日射熱を遮蔽し、冬は暖気を逃がさないことで、負荷低減を図り

ます。

・屋根、外壁の断熱性能を強化します。

・収蔵庫は外部からの熱負荷を遮断することで、空調、換気に関わるエネルギーを限りなく抑制します。

各施設の構造的空間特性

構造形式の比較検討

断面図　Ｓ＝1/600

※「官庁施設の総合耐震計画基準」による定義：
大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく
建築物を使用できることを目標とし、人命の安全
確保に加えて機能確保が図られるものとする。

利府町文化複合施設 基本設計概要書 概-04 構造・設備計画
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